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議会だより

平成29年11月発行

№1072017

９月定例会開催　防災行政無線デジタル改修事業等平成28年度一般会計など９会計　決算認定
議員発議 	 地方財政の充実・強化を求める意見書

	 「全国森林環境税」の創設に関する意見書

一般質問 	 ここが聞きたい　６人の議員が登壇

壮観!!　黄金色のじゅうたん
（大名倉山登山　小学３年生）

うまい、うまい、その調子!!
（たがまわしに挑戦　小学１・２年生）

2017おおたま・オータム・フェスタ（９月30日・10月13日）

　幼稚園児、小・中学生がボランティアの皆さんと体験活動を行
いました。たがまわしや竹馬などの昔遊び、大名倉山や安達太良
登山、スコアオリエンテーリング、アートフィールドワークなど
を通してふるさと大玉を共に学び合いました。
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農林水産業費

土木費

教育費

衛生費
●農業機械等共同利用整備事業補助� 1,479万円
●水稲カメムシ防除対策事業� 141万円
●中山間地域等直接支払制度� 4,079万円
●あだたらの直売所建設事業� 2,390万円
　（敷地造成工事）

●道路維持� 8,711万円
●道路新設改良� 2億571万円
●災害公営住宅隣接道路改良� 1,584万円
●都市計画管理� 300万円

●コミュニティ・スクール推進� 213万円
●小中学校雪上体育体験事業� 309万円

●検診事業� 2,447万円
●原発事故関連健康管理� 440万円
　（ホールボディカウンターによる内部被ばく検査等）
●予防接種� 2,867万円
●再生可能エネルギー利用促進� 977万円
●広域行政組合衛生費� 1億4,937万円

商工費
●商工業振興� 3,277万円
●観光振興� 1,949万円

消防費
●広域行政組合消防費� 1億1,495万円
●消防団活動� 2,599万円
●防災行政無線デジタル化改修� 3億4,256万円

前年度より15億6,961万円減↓

アナログからデジタルへ　防災行政無線デジタル化改修事業など

　

９
月
定
例
会
は
、
７
日
か
ら
15
日
ま
で
の
９
日
間
の
会
期
で
開
か
れ
ま
し
た
。

　

内
容
は
、
村
長
提
出
案
件
32
件
（
条
例
改
正
７
件
、
決
算
認
定
９
件
、
補
正
予
算
８
件
、
契
約

４
件
、
村
道
路
線
認
定
１
件
、
人
事
案
件
１
件
、
報
告
２
件
）
及
び
議
員
発
議
２
件
、
合
わ
せ
て

34
件
が
提
出
さ
れ
、
審
議
し
た
結
果
、
原
案
ど
お
り
可
決
・
認
定
し
ま
し
た
。
な
お
、
28
年
度
一

般
会
計
な
ど
９
会
計
に
つ
い
て
は
、
決
算
審
査
特
別
委
員
会
を
設
置
し
て
審
査
し
ま
し
た
。

　

陳
情
は
、
２
件
提
出
さ
れ
、
審
査
の
結
果
は
９
ペ
ー
ジ
の
と
お
り
で
す
。

９
月
定
例
会
開
催

依存財源
37億5,868万円
　　66.4％

自主財源
19億350万円
　 33.6％

議会費
7,339万円　1.4％
議会費
7,339万円　1.4％

1.6％1.6％

公債費
3億5,812万円　7.0％
公債費
3億5,812万円　7.0％

総務費
14億9,929万円
　　　 29.1％

総務費
14億9,929万円
　　　 29.1％

地方交付税
16億5,807万円
　　　 29.3％

地方交付税
16億5,807万円
　　　 29.3％

国庫支出金
3億8,566万円
　　 　6.8％

国庫支出金
3億8,566万円
　　 　6.8％

県支出金
8億1,421万円
　　  14.4％

県支出金
8億1,421万円
　　  14.4％

村税
8億8,924万円
      15.7％

村税
8億8,924万円
      15.7％

村債
6億6,430万円　11.8％
村債
6億6,430万円　11.8％

繰越金
4億6,594万円
       8.2％

繰越金
4億6,594万円
       8.2％

民生費
10億5,426万円
　　　 20.5％

民生費
10億5,426万円
　　　 20.5％

土木費
4億1,352万円
　　　 8.0％

教育費
4億2,505万円
　　　 8.3％

衛生費
3億763万円　6.0％
衛生費
3億763万円　6.0％

農林水産業費
4億1,991万円　8.2％
農林水産業費
4億1,991万円　8.2％

51億
4,102万円

一般会計
歳出合計

56億
6,218万円

一般会計
歳入合計

•労働費　　　　 －
•商工費　　　7,204万円　1.4％
•災害復旧費　　987万円　0.2％
•諸支出金　　　 －

※

そ
の
他

4.1％4.1％

9.7％9.7％

•地方譲与税　　　　　　　1.2％
•利子割交付金　　　　　　　－
•配当割交付金　　　　　　　－
•株式等譲渡所得割交付金　　－
•地方消費税交付金　　　　2.3％
•ゴルフ場利用税交付金　　0.3％
•自動車取得税交付金　　　0.2％
•地方特例交付金　　　　　0.1％
•交通安全対策特別交付金　　－

※

そ
の
他（
依
存
財
源
）

※その他（自主財源）
　•分担金及び負担金　 0.3％
　•使用料及び手数料　 1.3％
　•財産収入　　　　　 0.5％
　•寄付金　　　　　　 0.8％
　•繰入金　　　　　　 5.3％
　•諸収入　　　　　　 1.5％

消防費
5億794万円　9.9％
消防費
5億794万円　9.9％
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総務費

民生費

●線量低減化活動� 4億2,202万円
●農業関係除染対策� 4,781万円
●農山村地域復興基盤総合整備� 3,701万円
　（ため池放射性物質対策詳細調査業務委託）
●国際交流（台湾交流）� 456万円
●国際交流（マチュピチュ交流）� 216万円

平成28年度　決算
一般会計
特別会計

歳
出71億8,542万円を認定

アナログからデジタルへ　防災行政無線デジタル化改修事業など

依存財源
37億5,868万円
　　66.4％

自主財源
19億350万円
　 33.6％

議会費
7,339万円　1.4％
議会費
7,339万円　1.4％

1.6％1.6％

公債費
3億5,812万円　7.0％
公債費
3億5,812万円　7.0％

総務費
14億9,929万円
　　　 29.1％

総務費
14億9,929万円
　　　 29.1％

地方交付税
16億5,807万円
　　　 29.3％

地方交付税
16億5,807万円
　　　 29.3％

国庫支出金
3億8,566万円
　　 　6.8％

国庫支出金
3億8,566万円
　　 　6.8％

県支出金
8億1,421万円
　　  14.4％

県支出金
8億1,421万円
　　  14.4％

村税
8億8,924万円
      15.7％

村税
8億8,924万円
      15.7％

村債
6億6,430万円　11.8％
村債
6億6,430万円　11.8％

繰越金
4億6,594万円
       8.2％

繰越金
4億6,594万円
       8.2％

民生費
10億5,426万円
　　　 20.5％

民生費
10億5,426万円
　　　 20.5％

土木費
4億1,352万円
　　　 8.0％

教育費
4億2,505万円
　　　 8.3％

衛生費
3億763万円　6.0％
衛生費
3億763万円　6.0％

農林水産業費
4億1,991万円　8.2％
農林水産業費
4億1,991万円　8.2％

51億
4,102万円

一般会計
歳出合計

56億
6,218万円

一般会計
歳入合計

•労働費　　　　 －
•商工費　　　7,204万円　1.4％
•災害復旧費　　987万円　0.2％
•諸支出金　　　 －

※

そ
の
他

4.1％4.1％

9.7％9.7％

•地方譲与税　　　　　　　1.2％
•利子割交付金　　　　　　　－
•配当割交付金　　　　　　　－
•株式等譲渡所得割交付金　　－
•地方消費税交付金　　　　2.3％
•ゴルフ場利用税交付金　　0.3％
•自動車取得税交付金　　　0.2％
•地方特例交付金　　　　　0.1％
•交通安全対策特別交付金　　－

※
そ
の
他（
依
存
財
源
）

※その他（自主財源）
　•分担金及び負担金　 0.3％
　•使用料及び手数料　 1.3％
　•財産収入　　　　　 0.5％
　•寄付金　　　　　　 0.8％
　•繰入金　　　　　　 5.3％
　•諸収入　　　　　　 1.5％

消防費
5億794万円　9.9％
消防費
5億794万円　9.9％

●社会福祉協議会福祉業務委託・活動支援� 6,266万円
●国民健康保険特別会計への繰出金� 1億3,462万円
●老人健康管理事業� 417万円
●子ども・子育て支援事業� 694万円
　（在宅子育て応援奨励金・村外保育施設利用者補助金等）
●児童手当支給事業� 1億5,311万円
●子育て支援医療費等助成� 5,152万円

60億6,009万円

70億6,278万円

84億3,532万円

56億6,218万円

71億4,468万円

66億4,407万円

55億8,491万円

78億5,969万円

66億7,874万円

51億4,102万円

24年度

■歳入　　　■歳出■ ■

一般会計　歳入歳出決算の推移

25年度 26年度 27年度 28年度
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平成28年度　決算額

経常収支比率…村税や地方

交付税など毎年決まって入

るお金（経常的収入）に対

して、人件費、扶助費と

いった毎年決まって出る

「固定費」（経常的支出）の

割合を示す指標。数字が

100％の場合、自由に使え

るお金はゼロである。大玉

村は87.2％で、自由に使え

るお金は12.8％になる。

財政力指数…自主的な収入

（村税など）がどの程度あ

るかを示す指標。財政力指

数が高いほど自主財源の割

合が高く、財政力が強い。

数値が１を超える場合、

100％自主的な収入で運営

できることになり、普通交

付税の交付を受けない。28

年度の大玉村は0.359で、

約３割５分が続いている。

実質公債費比率…村の実質

的な借金が財政規模に対し

てどの程度あるかを示す指

標。数値が高いほど返済の

負担が重いことを表す。

25％を超えると早期健全化

を求められる。

将来負担比率…村税や地方

交付税など毎年決まって

入ってくるお金（経常的収

入）に対して、将来的に負

担する村債（借入金）や債

務負担などがどの程度の割

合になるかを示す指標。

地
方
税
の
確
保
お
よ
び
経
常
経
費
の
削
減
を

代
表
監
査
委
員
　
　
　
甲
野
藤 

健
一

議
会
選
出
監
査
委
員
　
須
藤
　
軍
蔵

決
算
を
読
み
解
く

財
政
指
標
は
「
健
全
」

決
算
審
査
意
見

　

平
成
28
年
度
の
決
算
審

査
を
、
８
月
17
日
か
ら
24

日
ま
で
の
日
程
で
行
い
ま

し
た
。
審
査
意
見
に
つ
い

て
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

審
査
意
見

（
一
般
会
計
・
特
別
会
計
）

　

予
算
執
行
に
関
す
る
事

務
処
理
に
つ
い
て
は
、
例

月
出
納
検
査
、
２
月
の
定

期
監
査
で
審
査
し
、
指
摘

事
項
、
改
善
事
項
は
そ
の

都
度
指
導
を
行
っ
た
。
特

に
次
の
事
項
を
付
し
て
決

算
審
査
の
意
見
と
す
る
。

１　

村
税
、
地
方
交
付

税
、
地
方
譲
与
税
等
に
占

め
る
、
人
件
費
、
物
件
費
、

補
助
費
、
扶
助
費
等
及
び

公
債
費
の
経
常
収
支
比
率

が
、
依
然
高
い
指
標

（
87
・
２
％
）
を
示
し
て

お
り
、
地
方
税
の
確
保
及

び
経
常
経
費
の
削
減
に
努

め
ら
れ
、
経
常
収
支
比
率

の
改
善
を
望
む
。

２　

国
際
社
会
に
対
応
で

き
る
人
材
育
成
に
資
す
る

た
め
、
外
国
語
教
育
及
び

パ
ソ
コ
ン
教
育
の
更
な
る

充
実
に
努
め
ら
れ
る
こ
と

を
望
む
。

３　

村
税
（
７
９
１
３
５

千
円
）
や
国
民
健
康
保
険

税
（
７
８
６
２
８
千
円
）

の
収
入
未
済
額
（
滞
納

額
）
が
本
村
の
滞
納
額
と

し
て
は
膨
大
で
あ
る
。
収

入
未
済
額
の
解
消
に
、
よ

り
一
層
村
税
等
の
確
保
に

努
力
さ
れ
た
い
。

審
査
意
見

（
水
道
事
業
会
計
）

　

収
益
的
収
支
及
び
収
支

状
況
か
ら
見
る
と
、
経
営

状
況
は
良
好
で
あ
り
、
今

後
と
も
適
正
な
運
営
及
び

健
全
運
営
に
努
め
ら
れ
た

い
。

会　　計　　名 歳　　入 歳　　入
対前年度比％ 歳　　出 歳　　出

対前年度比％
一般会計 56億6,218万円 79.3 51億4,102万円 77.0
国民健康保険特別会計 10億9,651万円 99.7 10億6,365万円 100.0
玉井財産区特別会計 965万円 81.4 618万円 58.3
アットホームおおたま特別会計 1億2,298万円 99.8 1億1,090万円 101.0
農業集落排水事業特別会計 1億2,510万円 110.3 1億1,941万円 108.1
土地取得特別会計 1,061万円 20.4 1,061万円 20.4

介護保険
特別会計

【保険事業勘定】 6億7,760万円 101.0 6億6,753万円 99.9
【介護サービス事業勘定】 389万円 140.5 300万円 816.6

後期高齢者医療特別会計 6,316万円 103.5 6,312万円 104.2

水道事業
会　　計

【収 　 益 　 的】 1億6,696万円 97.4 1億4,973万円 110.2
【資 　 本 　 的】 1億5,928万円 314.2 2億6,951万円 338.6

28年度 87.2％

27年度 86.9％

28年度 0.359

27年度 0.354

28年度 6.0％

27年度 6.5％

28年度 11.8％

27年度 14.5％

早期健全化基準 25.0％

財政再建基準 35.0％

早期健全化基準 350.0％

経常収支比率財 政 力 指 数実質公債費比率将来負担比率
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総務文教分科会

産業厚生分科会

分
科
会
の
質
疑

分
科
会
で
は
、
村
政
全
般
に
わ
た
り
多
く
の
質
疑
が
あ
り
ま
し
た
。

そ
の
中
か
ら
、
い
く
つ
か
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ

　

  

総　

務　

課  

問 　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
広
場

（
災
害
公
営
住
宅
横
堀
団
地
）

の
良
好
な
管
理
・
地
域
を
巻
き

込
ん
だ
利
活
用
の
促
進
を
。

答 　

施
設
内
の
芝
刈
り
等
を

定
期
的
に
実
施
し
適
切
な
管
理
に
努
め
て
い
る
。ま
た
、

利
活
用
方
法
に
つ
い
て
は
関
係
機
関
等
と
連
携
、
調
整

し
、
実
態
に
即
し
た
利
用
の
促
進
を
図
る
。

　

  
政
策
推
進
課  

問 　
「
日
本
で
最
も
美
し
い
村
」
と
し
て
の
取
り
組
み
に

継
続
性
と
一
貫
性
を
求
め
る
。

答 　
「
い
ぐ
ね
」
の
調
査
を
実
施
し
た
。
一
方
で
住
民
の

あ
い
さ
つ
運
動
や
美
化
活
動
を
は
じ
め
、「
日
本
で
最

も
美
し
い
村
」
と
し
て
ふ
さ
わ
し
い
村
を
村
内
外
に
Ｐ

Ｒ
す
る
こ
と
で
、
地
域
の
振
興
発
展
に
つ
な
が
る
こ
と

を
期
待
し
て
い
る
。

問 　

名
倉
山
登
山
道
整
備
の
事
業
実
施
に
お
い
て
は
、
地

元
住
民
の
さ
ら
な
る
理
解
と
協
力
が
必
要
で
は
。

答 　

村
民
と
の
連
携
を
含
め
、
今
ま
で
以
上
に
そ
れ
ら
を

考
慮
し
た
企
画
、
事
業
を
実
施
す
る
よ
う
に
努
め
る
。

　

  

税　

務　

課  

問 　

村
税
収
入
未
済
額
の
解
消
に
向
け
ど
の
よ
う
に
取
り

組
ん
で
い
る
の
か
。

答 　

税
の
賦
課
・
徴
収
に
つ
い
て
、
公
平
・
公
正
の
観
点

か
ら
、
滞
納
者
の
実
態
調
査
や
納
税
相
談
、
催
促
や
督

促
を
行
い
、
納
付
に
つ
な
が
ら
な
い
滞
納
者
に
対
し
て

は
、
滞
納
整
理
や
滞
納
処
分
を
行
い
、
税
収
の
確
保
を

図
る
。

　

  

教
育
総
務
課  

問 　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
と
教
職
員
の
多
忙
化
は

ど
の
よ
う
な
状
況
に
な
っ
て
い
る
の
か
。

答 　

県
内
で
も
導
入
し
て
い
る
自
治
体
が
増
え
て
い
る
。

教
職
員
の
多
忙
化
を
軽
減
す
る
こ
と
も
目
的
の
一
つ
で

あ
る
の
で
、
新
た
な
負
担
に
配
慮
し
な
が
ら
地
域
全
体

で
特
色
あ
る
大
玉
村
の
教
育
に
取
り
組
ん
で
い
く
必
要

が
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

第３回おおたま学園コミュニティ・スクール委員会
おおたま・オータム・フェスタ　教員・コミュニティ・
スクール委員・協力団体合同会議（７月10日）

総務文教
分 科 会

９月13日

９月13日

決算審査特別委員会

　平成28年度一般会計、特別会計など９会計の決算認定につい

ては、決算審査特別委員会を12日に設置し、審査しました。

　総務文教分科会、産業厚生分科会の２分科会を設置し、９月

13日は各部の部長、課長等に説明を求め、審査しました。

　14日の決算審査特別委員会は、各分科会からの報告を受け、

特別委員会の意見を取りまとめました。

　15日の本会議最終日では決算審査特別委員会委員長が審査の

結果に意見を付け、全議案認定すべきものと報告しました。
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住
民
生
活
課  

問 　

住
民
の
安
全
を
守
る
た

め
に
、
ど
の
よ
う
な
取
り
組
み

を
行
っ
て
い
る
か
。

答 　

安
達
太
良
山
の
噴
火
に

備
え
て
火
山
防
災
マ
ッ
プ
を
作

成
し
全
戸
に
配
布
し
た
。
９
月
に
は
、
３
年
ぶ
り
に
村

の
防
災
訓
練
を
実
施
し
た
。
よ
り
多
く
の
住
民
に
参
加

い
た
だ
け
る
よ
う
、
こ
れ
か
ら
も
周
知
に
努
め
た
い
。

　

  

住
民
生
活
課
・
健
康
福
祉
課  

問 　

国
民
健
康
保
険
税
を
は
じ
め
各
保
険
料
な
ど
の
滞
納

金
は
あ
る
か
。

答 　

滞
納
金
は
あ
る
。
事
業
執
行
の
支
障
と
な
ら
な
い
た

め
に
、
税
務
課
と
協
議
の
上
で
徴
収
率
の
向
上
に
努
め

て
税
負
担
の
公
平
性
を
保
ち
た
い
。

　

  

健
康
福
祉
課  

問 　

高
齢
者
用
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン
定
期
予
防
接
種
の
周

知
に
努
め
て
い
る
か
。

答 　

対
象
者
に
は
通
知
し
て
い
る
が
、
制
度
が
分
か
り
に

く
い
た
め
周
知
を
図
っ
て
い
き
た
い
。

　

  
再
生
復
興
課  

問 　

除
染
は
ど
こ
ま
で
進
ん
で
い
る
か
。

答 　

道
路
除
染
作
業
は
、
８
月
下
旬
に
完
了
し
て
い
る
。

事
業
所
除
染
作
業
は
９
月
中
旬
に
完
了
予
定
と
な
っ
て

い
る
。
今
後
、
国
の
中
間
貯
蔵
施
設
へ
の
輸
送
に
向
け

て
集
約
作
業
に
努
め
る
。

　

  

産　

業　

課  

問 　

農
畜
産
業
の
経
営
安
定
の
た
め
に
何
を
行
っ
て
い
る

か
。

答 　

村
の
特
産
品
の
販
売
会
な
ど
の
風
評
被
害
払
拭
の
た

め
さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み
を
行
う
と
と
も
に
、
米
価
を

は
じ
め
と
し
た
農
畜
産
物
価
格
の
安
定
の
た
め
に
関
係

団
体
と
の
連
携
を
図
っ
て
い
る
。

防災訓練（９月９日）

各世帯に配布されている火山防災マップ

高齢者用肺炎球菌ワクチン定期予防接種
１．今年度の対象者は、
　①　平成29年４月１日から平成30年３月31日までに65歳、70
歳、75歳、80歳、85歳、90歳、95歳、100歳になる方で、
今まで成人用肺炎球菌ワクチンを接種したことがない方。

　②　60歳以上65歳未満の方で、心臓、腎臓若しくは呼吸器の
機能又はヒト免疫不全ウィルスによる免疫の機能に障害を
有し、内部障害１級程度の方。

２．接種できるのは、平成30年３月31日まで

３．接種費用は、無料

注意 　今年度対象の方が３月31日までに定期接種をしない場
合、５年後は対象となりません。法律の経過措置が平成
30年度末で終了するため、平成31年度からの対象者は65
歳の方になります。

産業厚生
分 科 会

※
農
工
団
地
…
農
村
地
域
の
農
業
と
工
業
等
の
均
衡
あ
る
発
展
を
図
り
、
雇

用
構
造
を
高
度
化
す
る
た
め
、
農
業
用
地
の
一
部
を
工
業
用
地
に
指
定
す

る
。

　

  

建　

設　

課  

問 　

国
道
４
号
線
沿
線
の
利
用
計
画
は
ど
う
な
っ
て
い
る

か
。

答 　
※

農
工
団
地
の
立
地
可
能
性
を
含
め
検
討
中
で
あ

る
。
土
地
の
集
約
化
な
ど
課
題
が
あ
り
実
施
に
は
い

た
っ
て
い
な
い
。
具
体
的
な
土
地
利
用
構
想
図
を
作
成

し
、
企
業
立
地
に
結
び
つ
け
た
い
。
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決算審査特別委員会
の意見

14日は決算審査特別委員会の意見をまとめました。
意見は次のとおりです。

　

  

総　

務　

部  

①　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
広
場
の
管
理
改
善
及
び
利
用
促
進

を
図
る
こ
と
。

②　
「
日
本
で
最
も
美
し
い
村
」
と
し
て
十
分
な
検
討
を

重
ね
た
企
画
立
案
に
よ
る
事
業
展
開
と
な
る
よ
う
努

め
る
こ
と
。

③　

名
倉
山
登
山
道
整
備
事
業
に
お
い
て
地
域
住
民
は

も
と
よ
り
村
民
参
加
と
な
る
事
業
展
開
を
願
う
。

④　

マ
チ
ュ
ピ
チ
ュ
交
流
事
業
に
お
い
て
、
継
続
性
と

一
貫
性
を
持
ち
、
村
活
性
化
を
図
る
こ
と
。

⑤　

村
税
収
入
未
済
額
の
解
消
に
取
り
組
み
、
引
き
続

き
村
税
確
保
に
努
め
る
こ
と
。

　

  

教　

育　

部  

①　

自
転
車
通
学
生
徒
援
助
費
に
つ
い
て
保
険
の
調
査

研
究
等
を
進
め
生
徒
の
安
心
安
全
を
図
る
こ
と
。

　

  

産
業
建
設
部  

①　

米
価
を
は
じ
め
農
畜
産
業
の
経
営
安
定
を
図
る
た

め
、
関
係
団
体
と
の
十
分
な
協
議
を
重
ね
る
こ
と
。

②　

国
道
沿
線
の
利
用
計
画
に
つ
い
て
、
早
期
に
計
画

を
提
示
で
き
る
よ
う
、
よ
り
一
層
努
力
す
る
こ
と
。

③　

水
道
事
業
会
計
に
つ
い
て
、
今
後
も
経
営
安
定
に

努
め
る
と
共
に
計
画
的
な
事
業
執
行
に
あ
た
る
こ

と
。

④　

ア
ッ
ト
ホ
ー
ム
お
お
た
ま
に
つ
い
て
、
利
用
者
の

増
加
を
図
る
手
段
を
講
じ
る
こ
と
。

⑤　

農
業
委
員
会
に
つ
い
て
、
耕
作
放
棄
地
等
の
解
消

と
農
地
の
有
効
利
用
を
図
る
こ
と
。

　
  

住
民
福
祉
部  

①　

交
通
安
全
及
び
防
災
対
策
事
業
に
関
し
、
住
民
が

安
全
で
安
心
で
き
る
環
境
整
備
を
進
め
る
こ
と
。

②　

除
染
事
業
に
つ
い
て
、
計
画
的
で
よ
り
的
確
な
事

業
執
行
に
あ
た
り
、
特
に
大
玉
村
第
三
仮
置
場
に
つ

い
て
は
、
住
民
の
理
解
を
得
ら
れ
る
よ
う
努
め
る
こ

と
。

③　

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
つ
い
て
、
な
お
一
層
普

及
に
努
め
る
こ
と
。

④　

国
民
健
康
保
険
税
を
は
じ
め
各
保
険
料
の
収
入
未

済
額
を
減
ら
す
べ
く
、
税
務
課
と
協
力
の
上
、
徴
収

率
の
向
上
を
図
る
こ
と
。

⑤　

特
定
健
康
診
査
等
事
業
に
つ
い
て
、
受
診
率
の
向

上
に
努
め
る
こ
と
。

⑥　

予
防
接
種
事
業
に
つ
い
て
、
な
お
一
層
普
及
に
努

め
る
こ
と
。

９月14日

会　計　名 補　正　額 総　　　額

一般会計 3億5,260万円 61億5,029万円

国民健康保険特別会計 85万円 10億2,134万円

玉井財産区特別会計 297万円 753万円

アットホームおおたま特別会計 1,158万円 1億2,548万円

農業集落排水事業特別会計 569万円 1億2,572万円

介護保険
特別会計

【保険事業勘定】 2,760万円 7億6,410万円

【介護サービス事業勘定】 78万円 208万円

後期高齢者医療特別会計 37万円 6,363万円

水道事業会計【資本的支出】 △7万円 1億2,194万円

平成29年度　９月補正予算

　

消
防
団
の
活
動
経
費　
　

補
正
額　

５
５
０
万
円  

問 　

糸
魚
川
市
の
大
火
を
教
訓
に
消
防
団
員
の
安
全
を
守

る
た
め
に
装
備
す
る
も
の
は
。

答 　

全
消
防
団
員
に
耐
切
創
手
袋
、
編
上
靴
、
分
団
各
方

部
に
シ
ー
ル
ド
付
き
ヘ
ル
メ
ッ
ト
（
防
火
帽
）、
Ｌ
Ｅ
Ｄ

ヘ
ッ
ド
ラ
イ
ト
を
装
備
し
、
消
防
団
員
が
安
全
に
活
動

で
き
る
よ
う
に
す
る
。

補
正

予
算

質　
　

疑

決算審査特別委員会

ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ
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７月21日臨時会　議決結果
議案番号 議　　　　　　案　　　　　　名 結　　果
議案第55号 平成29年度大玉村一般会計補正予算について 原案可決

議案第56号 平成28年度大玉村直売所店舗用備品購入事業（繰越事業）売買契約について 原案可決

８月25日臨時会　議決結果
議案番号 議　　　　　　案　　　　　　名 結　　果
議案第57号 平成29年度谷地・戸ノ内線道路改良舗装工事請負契約について 原案可決

議案第58号 平成29年度皿久保・前ヶ岳線（外）道路改良舗装工事請負契約について 原案可決

議案第59号 平成29年度山口橋上部工設置工事請負契約について 原案可決

９月定例会　議決結果
議案番号 議　　　　　　案　　　　　　名 結　　果
議案第60号 大玉村情報公開条例の一部を改正する条例について 原案可決

議案第61号 大玉村情報公開等審査会条例の一部を改正する条例について 原案可決

議案第62号 大玉村個人情報保護条例の一部を改正する条例について 原案可決

議案第63号 大玉村災害対策本部条例の一部を改正する条例について 原案可決

議案第64号 大玉村税特別措置条例の一部を改正する条例について 原案可決

議案第65号 大玉村立幼稚園条例の一部を改正する条例について 原案可決

議案第66号 大玉村立幼稚園預かり保育条例の一部を改正する条例について 原案可決

議案第67号 平成28年度大玉村一般会計歳入歳出決算認定について 認定

議案第68号 平成28年度大玉村国民健康保険特別会計歳入歳出決算認定について 認定

議案第69号 平成28年度大玉村玉井財産区特別会計歳入歳出決算認定について 認定

議案第70号 平成28年度アットホームおおたま特別会計歳入歳出決算認定について 認定

議案第71号 平成28年度大玉村農業集落排水事業特別会計歳入歳出決算認定について 認定

議案第72号 平成28年度大玉村土地取得特別会計歳入歳出決算認定について 認定

議案第73号 平成28年度大玉村介護保険特別会計歳入歳出決算認定について 認定

議案第74号 平成28年度大玉村後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算認定について 認定

議案第75号 平成28年度大玉村水道事業会計歳入歳出決算認定について 認定

議案第76号 平成29年度大玉村一般会計補正予算について 原案可決

議案第77号 平成29年度大玉村国民健康保険特別会計補正予算について 原案可決

議案第78号 平成29年度大玉村玉井財産区特別会計補正予算について 原案可決

議案第79号 平成29年度アットホームおおたま特別会計補正予算について 原案可決

議案第80号 平成29年度大玉村農業集落排水事業特別会計補正予算について 原案可決

議案第81号 平成29年度大玉村介護保険特別会計補正予算について 原案可決

議案第82号 平成29年度大玉村後期高齢者医療特別会計補正予算について 原案可決

議案第83号 平成29年度大玉村水道事業会計補正予算について 原案可決

議案第84号 平成28年度大玉村直売所レジシステム導入事業（繰越事業）売買契約について 原案可決

議案第85号 村道路線の認定について 原案可決

議案第86号 大玉村教育委員会委員の任命について 原案可決

議案第87号 平成28年度大玉村直売所木製什器備品購入事業（繰越事業）売買契約について 原案可決

議案第88号 平成29年度玉井幼稚園増築工事請負契約について 原案可決

議案第89号 平成29年度大山幼稚園増築工事請負契約について 原案可決

議案発議第５号 地方財政の充実・強化を求める意見書について 原案可決

議案発議第６号 「全国森林環境税」の創設に関する意見書について 原案可決

10月２日臨時会　議決結果
議案番号 議　　　　　　案　　　　　　名 結　　果
議案第90号 あだたらの里直売所改修工事（地方創生拠点整備交付金事業）請負契約について 原案可決
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一
般
質
問

こ
こ
が
聞
き
た
い

6
人
の
議
員
が
登
壇

　９月定例会では、９月11日、12日の２日間にわたり６人の議員が一般質問を行
いました。
　質問と答弁を要約した内容は、質問順に10ページから15ページです。

条
例

改
正

質　
　

疑

須
す

藤
どう

　軍
ぐん

蔵
ぞう １．村長選挙について

２．歴史・文化を生かした村づくり 10ページ

武
たけ

田
だ

　悦
えつ

子
こ １．災害への備えは万全か

２．大玉村の子育て支援をどのように進めていくのか 11ページ

押
おし

山
やま

　義
よし

則
のり １．持続可能な農業施策の充実を

２．カメムシ対策への対応は 12ページ

鈴
すず

木
き

　康
やす

広
ひろ １．ふるさと納税で大玉村の未来への理解と応援を募る

２．スズメバチから住民を守るための制度を求める 13ページ

佐
さ

原
わら

佐
さ

百
ゆ

合
り １．生涯学習を通した人材育成を

２．子どもたちの国内外交流活動 14ページ

佐
さ

々
さ

木
き

市
いち

夫
お １．マチュピチュ村との友好都市締結の現状と課題は

２．産業振興センターとしての直売所の位置づけと、活性化策は 15ページ

※一般質問とは…議員が村の行財政全般にわたって、村に対し、説明を求めまたは所信をただすこと。
　　　　　　　　大玉村議会の一般質問の時間は、一人30分以内で、答弁時間は含まない。

人　

事　

案　

件

大
玉
村
教
育
委
員
会
委
員
の
選
任
に
つ
い
て
の
同
意

　

現
職
の
須
藤
綾
子
氏
（
玉
井
字
上
額
沢
）
の
再
任
に
つ
い

て
同
意
し
た
。

　

任
期
は
、
平
成
29
年
10
月
１
日
か
ら
４
年
間
。

　

幼
稚
園
預
か
り
保
育
条
例
改
正

問 　
幼
稚
園
預
か
り
保
育
の

時
間
区
分
を
設
定
し
た
根

拠
は
。

答 

午
前
７
時
か
ら
午
前
８
時
の
み

　
　
　

早
朝
の
み
預
か
り
保
育

を
利
用
す
る
方
が
い
る
。

こ
れ
ま
で
時
間
区
分
が
な

か
っ
た
た
め
、
同
じ
保
育

料
を
負
担
し
て
い
た
。
保

護
者
の
負
担
軽
減
を
図
る

た
め
で
あ
る
。

　
　

午
前
７
時
か
ら
午
後
７
時

　
　
　

保
育
所
は
延
長
保
育
を

午
後
７
時
ま
で
実
施
し
て

い
る
。
保
護
者
の
要
望
も

踏
ま
え
、
保
育
所
と
同
じ

午
後
７
時
ま
で
時
間
を
延

長
す
る
こ
と
と
し
た
。

時間区分 午前７時から
午前８時のみ

午前７時から
午後６時30分

午前７時から
午後７時

通常預かり保育料
（月額） 2,000円 5,000円 6,000円

臨時預かり保育料
（日額） 200円 500円 600円

幼稚園預かり保育料（平成30年４月～）　■は新設

件　　　名 提　出　者 付託委員会 審査結果

地方財政の充実・強化を求める意見書提出の
陳情について

二本松市金色
日本労働組合総連合会福島県連合会
二本松・安達地区連合　議長　高橋　　誉

総務文教 採　　択

「全国森林環境税の創設に関する意見書採択」
に関する陳情について

新潟県村上市三之町
全国森林環境税創設促進議員連盟
会長　板垣　一徳

産業厚生 採　　択

●９月定例会に提出された陳情

意　見　書 提　　出　　先

地方財政の充実・強化を求める意見書 内閣総理大臣、内閣官房長官、総務大臣、財務大臣、経済産業大臣、内閣
府特命担当大臣（地方創生規制改革）、内閣府特命担当大臣（経済財政政策）

「全国森林環境税」の創設に関する意見書 内閣総理大臣、財務大臣、総務大臣、農林水産大臣、環境大臣、経済産業
大臣、衆議院議長、参議院議長

※意見書とは…地方公共団体の公益に関することについて、議会の意思を意見としてまとめたもの。地方自治法第99条には、「地方自治体
の議会は、当該普通公共団体の公益に関する事件につき意見書を国会又は関係行政庁に提出することができる」と規定さ
れている。具体的には、議員が発議して本会議にはかり、議長名で関係機関に提出する。

議員発議 　意見書２件を提出

ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ
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一 般 質 問

質
問
趣
旨

来
年
は
戊
辰
戦
争
か
ら
１
５
０
年
目
。

村
内
の
史
跡
の
修
復
と
保
全
を
求
め
る
。

歴
史
・
文
化
を
生
か
し
た
村
づ
く
り

質問趣旨
今夏、24年ぶりに行われた村長選挙の結果と今後の村政について

村長選挙について
須
藤
軍
蔵
議
員

須
藤　

24
年
ぶ
り
の

選
挙
、
村
長
は
ど
う
意

義
づ
け
さ
れ
た
か
。

村
長　

前
回
は
無
投

票
で
当
選
さ
せ
て
い
た

だ
い
た
。
１
期
目
の
公

約
は
、ほ
と
ん
ど
実
現
、

着
手
ま
た
は
計
画
が
進

ん
で
い
る
状
況
で
あ

る
。
24
年
ぶ
り
の
選
挙
は
、

そ
の
間
村
民
の
選
択
が
な

か
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ

る
。
今
回
は
村
民
の
皆
さ
ま

の
意
思
表
示
、
選
挙
権
の
行

使
と
い
う
意
義
が
あ
る
。

須
藤　

得
票
数
は
６
対
４

の
構
図
と
な
っ
た
が
、
率
直

な
感
想
は
。

村
長　

投
票
の
結
果
は
、

村
民
の
皆
さ
ま
の
選
択
で
あ

る
。
そ
れ
ぞ
れ
村
民
一
人
一

人
の
思
い
が
あ
る
。

選
挙
で
全
村
民
の
付

託
を
受
け
て
、
４
年

間
し
っ
か
り
と
村
政

を
担
う
。

須
藤　
「
み
ん
な

で
支
え
、
み
ん
な
で

つ
く
る
大
玉
村
」
は

村
民
の
和
が
第
一
だ

が
、
村
長
の
決
意

は
。村長　

そ
れ
ぞ
れ

の
村
民
の
思
い
を
、

村
政
懇
談
会
や
そ
の
他
の
会

議
の
場
で
、
ご
意
見
を
お
聞

き
し
な
が
ら
、
し
っ
か
り
と

村
政
に
反
映
さ
せ
て
い
き
た

い
。須藤　

公
約
の
実
行
に
あ

た
っ
て
、
い
ず
れ
も
重
要
な

課
題
だ
が
最
優
先
事
業
は
。

村
長　

少
子
高
齢
化
対
策

で
あ
る
。
幼
稚
園
の
３
年
保

育
と
新
た
な
保
育
サ
ー
ビ
ス

を
実
施
す
る
。
高
齢
化
対
策

と
し
て
、
免
許
返
納
者
へ
の

優
遇
措
置
の
検
討
や
老
人
ク

ラ
ブ
や
サ
ロ
ン
な
ど
の
充
実

強
化
で
あ
る
。
10
月
に
創
立

総
会
が
行
わ
れ
る
村
民
株
式

会
社
を
中
心
と
す
る
公
設
民

営
化
の
推
進
で
あ
る
。
農
業

関
係
に
つ
い
て
は
、
耕
作
放

棄
地
解
消
対
策
で
あ
る
。

須
藤　

戦
死
三
十
一
人
の

墓
の
改
修
を
求
め
る
。

教
育
部
長　

改
修
に
は
、

ま
ず
村
の
文
化
財
指
定
が
前

提
に
な
る
。
所
有
者
が
複
数

い
る
た
め
難
し
い
状
況
だ
っ

た
が
、
地
権
者
の
代
表
の
同

意
で
可
能
と
の
県
の
回
答
を

受
け
指
定
に
向
け
た
準
備
を

進
め
た
い
。

須
藤　

手
志
子
森
に
案
内

看
板
と
説
明
板
の
設
置
。
母

成
街
道
（
当
面
、
村
水
道
の

第
二
配
水
池
ま
で
の
区
間
）

の
遊
歩
道
な
ど
の
整
備
を
求

め
る
。

教
育
部
長　

村
の
近
代
史

を
語
る
う
え
で
重
要
な
史
跡

と
考
え
る
。
歴
史
文
化
ク
ラ

ブ
等
の
関
係
団
体
、
庁
内
の

関
係
各
課
と
協
議
を
重
ね

て
、
共
通
認
識
を
持
っ
て
現

地
調
査
、
団
体
の
育
成
等
を

含
め
今
後
の
あ
り
方
を
検
討

す
る
。

須
藤　

手
志
子
森
と
母
成

街
道
の
現
地
調
査
は
も
っ
と

も
だ
が
、
そ
の
時
期
は
い
つ

か
。教育

部
長　

遅
く
と
も
10

月
か
11
月
に
は
実
施
す
る
考

え
で
、
準
備
を
進
め
る
。

戦死三十一人の墓

おおたま村づくり株式会社創立総会（10月17日）
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一 般 質 問

質
問
趣
旨

次
年
度
か
ら
幼
稚
園
の
３
年
保
育
が
は
じ
ま
る
。

よ
り
一
層
の
子
育
て
支
援
の
充
実
に
つ
い
て
伺
う
。

大
玉
村
の
子
育
て
支
援
を

ど
の
よ
う
に
進
め
て
い
く
の
か

質問趣旨
各地で自然災害が多発している。災害から地域を守る取り組みを
伺う。

武
田
悦
子
議
員

災害への備えは万全か

限られたスペースを工夫し利用する
放課後児童クラブ

防災ヘリによる救出訓練（９月９日）

武
田　

９
月
９
日
に
安
達

太
良
山
噴
火
を
想
定
し
た
防

災
訓
練
を
実
施
し
た
が
、
感

想
を
伺
う
。

住
民
福
祉
部
長　

噴
火
に

よ
る
泥
流
災
害
と
い
う
特
殊

な
想
定
で
実
施
し
た
。
地
元

消
防
団
に
よ
る
避
難
方
法
や

民
生
委
員
に
よ
る
安
否
確
認

等
を
行
っ
た
。
避
難
誘
導
、

避
難
所
運
営
、
要
支
援
者
の

避
難
所
へ
の
誘
導
等
基
本
的

な
事
項
確
認
等
所
期
の
目
的

は
達
成
で
き
た
と
思
う
が
、

今
後
は
自
ら
の
命
、
身
体
を

守
る
た
め
の
初
動
体
制
の
啓

発
に
努
め
て
い
く
。

教
育
長　

今
回
の
防
災
訓

練
を
教
訓
に
各
学
校
で
指
導

し
て
い
く
。

村
長　

全
体
的
に
所
期
の

目
的
は
果
た
せ
た
。

武
田　

発
生
す
る
災
害
に

よ
っ
て
は
ど
う
避
難
す
べ
き

か
、
ま
た
避
難
所
が
使
え
な

く
な
る
と
こ
ろ
も
出
る
の
で

は
な
い
か
。
防
災
計
画
で
は

ど
う
想
定
し
て
い
る
の
か
伺

う
。住民

福
祉
部
長　

村
の
防

災
計
画
で
は
予
防
、
応
急
、

復
旧
と
そ
れ
ぞ
れ
対
策
計
画

が
あ
る
。
災
害
の
状
況
に

よ
っ
て
は
、
地
域
で
ど
こ
が

危
険
か
把
握
い
た
だ
け
る
よ

う
に
今
後
啓
発
に
努
め
る
。

武
田　

避
難
所
の
運
営
や

避
難
訓
練
な
ど
、
小
さ
な
地

域
で
行
う
こ
と
が
防
災
意
識

を
高
め
る
こ
と
に
つ
な
が
る

の
で
は
な
い
か
、
考
え
を
伺

う
。住民

福
祉
部
長　

避
難
所

の
運
営
マ
ニ
ュ
ア
ル
等
も
検

討
し
つ
つ
、
自
治
組
織
の

中
、
そ
の
地
域
で
の
避
難
所

の
組
織
、
自
主
防
災
組
織
を

強
化
し
運
営
が
ス
ム
ー
ズ
に

行
く
よ
う
に
今
後
検
討
す

る
。

武
田　

平
成
30
年
か
ら
幼

稚
園
の
３
年
保
育
が
は
じ
ま

る
が
、
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
等
の

進
捗
状
況
を
伺
う
。

教
育
部
長　

福
島
大
学
附

属
幼
稚
園
長
の
白
石
先
生
の

指
導
に
よ
り
12
月
に
は
共
通

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
完
成
す
る

計
画
で
進
め
て
い
る
。
各
園

に
お
い
て
年
間
の
指
導
計
画

を
来
年
の
２
月
ま
で
に
作
成

す
る
計
画
で
あ
る
。

武
田　

保
育
所
か
ら
３
歳

児
が
幼
稚
園
へ
移
っ
た
後
の

保
育
所
で
新
事
業
を
行
う
の

か
伺
う
。

住
民
福
祉
部
長　

保
育
所

の
応
募
状
況
に
よ
る
が
、
空

き
ス
ペ
ー
ス
が
で
き
る
と
現

時
点
で
は
想
定
し
て
い
な

い
。
一
時
預
か
り
は
、
試
行

的
な
実
施
に
向
け
検
討
す

る
。
病
児
・
病
後
保
育
は
、

看
護
師
の
配
置
や
医
療
機
関

と
の
連
携
な
ど
課
題
が
多

く
、
検
討
し
て
い
く
。

武
田　

放
課
後
児
童
ク
ラ

ブ
の
利
用
者
が
増
え
、
現
在

の
場
所
で
は
狭
い
の
で
は
な

い
か
。
分
割
す
る
考
え
は
な

い
の
か
伺
う
。

住
民
福
祉
部
長　

総
合
的

に
今
後
の
応
募
状
況
等
も
勘

案
し
検
討
す
る
。

武
田　

児
童
ク
ラ
ブ
の
遊

他
に
次
の
質
問
が
あ
り
ま
し
た
。

　

・
役
場
の
組
織
機
構
に
つ
い
て び

場
と
し
て
利
用
し
て
い
る

ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
場
の
暑
さ
対

策
を
ど
の
よ
う
に
進
め
て
い

く
の
か
伺
う
。

住
民
福
祉
部
長　

利
用
方

法
も
工
夫
し
施
設
自
体
も
ど

う
い
っ
た
改
造
を
す
れ
ば
効

果
が
得
ら
れ
る
か
検
討
す

る
。
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一 般 質 問

質
問
趣
旨

班
点
米
カ
メ
ム
シ
防
除
対
策
の
必
要
性
は
認
め
る
が
、
薬
剤
散
布
に
よ
る

自
然
環
境
へ
の
影
響
が
不
安
。
調
査
研
究
の
充
実
を
願
う
。

カ
メ
ム
シ
対
策
へ
の
対
応
は

質問趣旨
大玉村農業の現況を踏まえ、
行政の取り組み・支援策の充実を求める。

押
山
義
則
議
員

持続可能な農業施策の充実を

押
山　

村
の
農
業
を

支
え
る
生
産
法
人
組
織

数
と
形
態
、
村
内
に
お

け
る
今
後
の
動
向
、
方

向
性
を
伺
う
。

産
業
建
設
部
長　

営

農
法
人
は
９
法
人
で
あ

る
。
内
訳
は
、
家
族
経

営
が
４
法
人
、
共
同
経

営
が
２
法
人
、
会
社
経
営
が

３
法
人
で
あ
る
。
主
に
米
の

大
規
模
経
営
、
畜
産
業
で
あ

る
。
今
後
は
、
何
法
人
か
増

え
て
大
規
模
農
家
へ
の
集
約

が
進
む
と
考
え
る
。

押
山　

認
定
農
家
と
し
て

の
認
識
が
村
の
農
業
を
支
え

る
原
点
と
考
え
る
。
認
定
農

家
向
け
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を

示
し
、
営
農
活
動
の
充
実
を

図
る
た
め
の
施
策
は
。

産
業
建
設
部
長　

耕
作
放

棄
地
を
つ
く
ら
な
い
た
め
に

新
規
就
農
の
受
け
入
れ
、
担

い
手
の
育
成
、
認
定
農
業
者

や
法
人
化
の
推
進
な
ど
支
援

施
策
を
検
討
す
る
。
地
域
で

の
共
同
作
業
形
態
な
ど
も
重

要
に
な
る
と
考
え
る
。
大
規

模
農
家
だ
け
で
は
な
く
、
小

規
模
農
家
や
家
族
経
営
な

ど
、
多
様
な
担
い
手
の
確
保

を
検
討
し
進
め
て
い
き
た

い
。

村
長　

行
く
先
は
複
合
的

な
農
業
経
営
で
あ
る
。
助
成

か
ら
育
成
へ
と
考
え
方
を
切

り
替
え
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
新
規
就
労
と
し
て
の
Ⅰ

タ
ー
ン
、
Ｊ
タ
ー
ン
体
制
を

し
っ
か
り
つ
く
る
こ
と
が
、

村
内
の
農
業
者
に
対
し
て
刺

激
に
な
る
と
考
え
総
合
的
に

対
策
を
練
っ
て
い
き
た
い
。

押
山　

農
業
振
興
に
向
け

て
の
村
独
自
の
助
成
制
度
。

法
人
支
援
、
農
業
機
械
共
同

利
用
整
備
事
業
の
実
績
、
評

価
、
検
証
と
今
後
の
事
業
展

開
を
。

産
業
建
設
部
長　

毎
年
、

利
用
状
況
の
実
績
報
告
な
ど

を
見
る
と
、
か
な
り
成
果
が

上
が
っ
て
い
る
。

遊休農地解消に取り組む「おおたまエゴマの
会」設立総会（９月29日）

押
山　

ミ
ツ
バ
チ
の
壊

滅
、
ト
ン
ボ
や
カ
エ
ル
の
減

少
な
ど
、
生
態
系
へ
の
影
響

は
深
刻
で
あ
る
。
人
間
社
会

へ
の
影
響
も
懸
念
さ
れ
る
。

耕
種
的
防
除
の
徹
底
に
よ
る

対
策
で
生
態
系
へ
の
影
響
を

防
げ
る
と
実
証
さ
れ
て
い

る
。
今
年
度
の
発
生
状
況
を

伺
う
。

産
業
建
設
部
長　

８
月
の

カ
メ
ム
シ
の
発
生
状
況
の
詳

し
い
調
査
は
し
て
い
な
い
。

か
な
り
多
く
発
生
し
て

い
る
情
報
は
関
係
機
関

よ
り
得
て
い
る
。

押
山　

無
人
ヘ
リ
に

よ
る
防
除
、
村
民
の
安

心
安
全
を
、
ど
の
よ
う

に
確
保
さ
れ
て
い
る
の

か
、
実
態
を
伺
う
。

産
業
建
設
部
長　

無

人
ヘ
リ
の
防
除
は
Ｊ
Ａ

な
ど
で
実
施
し
て
い

る
。
Ｊ
Ａ
で
は
、
あ
ぜ

み
ち
講
習
会
で
草
刈
り

の
指
導
を
実
施
し
て
い

る
。
農
薬
は
、
農
林
水
産
省

で
は
、
安
全
性
や
動
植
物
へ

の
影
響
を
考
慮
し
、
直
接
効

果
が
あ
る
も
の
を
登
録
承
認

し
て
い
る
。
農
薬
を
使
わ
ず

名倉山から望む安達太良連峰

に
カ
メ
ム
シ
の
繁
殖
を
減
ら

す
草
刈
り
の
方
法
も
あ
る
の

で
、
村
で
も
十
分
検
討
し
進

め
て
い
き
た
い
。
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一 般 質 問

質
問
趣
旨

ス
ズ
メ
バ
チ
の
危
険
を
行
政
は
ど
の
よ
う
に
認
識
し
て
い
る
か
。
住
民
の

安
全
を
確
保
で
き
る
対
策
を
求
め
る
。

ス
ズ
メ
バ
チ
か
ら
住
民
を
守
る

た
め
の
制
度
を
求
め
る

質問趣旨
大玉村は、子育て支援をはじめ多くの先進的取り組みを
行っている。ふるさと納税制度のより積極的活用を。

ふるさと納税で大玉村の未来への理解と応援を募る
鈴
木
康
広
議
員

大玉村ホームページ トップページより

この危険に気付いていますか？

鈴
木　

ふ
る
さ
と
納
税
の

寄
付
金
の
利
用
実
績
の
内
容

と
発
信
方
法
は
。

産
業
建
設
部
長　

村
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
に
記
載

し
て
情
報
発
信
を
行
っ
て
い

る
。
28
年
度
は
、「
国
際
感

覚
豊
か
な
人
材
の
育
成
」
が

約
１
０
６
万
円
、「
自
然
環

境
に
や
さ
し
い
村
づ
く
り
」

が
５
５
７
万
円
、「
夢
を
育

て
る
教
育
・
子
育
て
」
が
約

７
２
２
万
円
、「
元
気
な
む

ら
づ
く
り
」
が
２
１
９
万

円
、「
大
玉
ま
る
ご
と
応
援
」

が
約
２
千
４
７
２
万
円
で
あ

る
。鈴木　

大
玉
の
先
進
事
例

の
幼
稚
園
３
年
保
育
に
寄
付

金
は
利
用
し
な
い
の
か
。

総
務
部
長　

園
舎
増
築
の

財
源
は
、
す
で
に
起
債
と
一

般
財
源
で
措
置
し
て
い
る
。

既
に
取
り
組
ん
で
い
る
事
業

に
ふ
る
さ
と
納
税
を
充
当
す

る
の
は
大
変
難
し
い
。

鈴
木　

３
年
保
育
を

含
め
た
先
進
的
な
事
例

な
ど
、
大
玉
村
の
未
来

を
応
援
す
る
働
き
か
け

と
し
て
の
情
報
発
信
は

必
要
で
は
な
い
か
。

総
務
部
長　

大
玉
の

特
色
あ
る
事
業
を
情
報

発
信
し
て
、
ふ
る
さ
と
納
税

を
募
る
こ
と
は
意
義
が
あ
る

と
考
え
る
。

鈴
木　

高
齢
者
支
援
や
民

俗
文
化
継
承
事
業
な
ど
へ
制

度
の
活
用
は
図
れ
な
い
か
。

総
務
部
長　

可
能
で
は
あ

鈴
木　

ス
ズ
メ
バ
チ
の
危

険
性
を
、
ど
の
よ
う
に
認
識

し
て
い
る
か
。

住
民
福
祉
部
長　

ス
ズ
メ

バ
チ
は
毒
蛇
よ
り
年
間
死
傷

者
数
が
多
い
。
イ
ベ
ン
ト
な

ど
人
が
集
ま
る
時
に
襲
撃
さ

れ
れ
ば
、
非
常
に
危
険
だ
と

認
識
し
て
い
る
。

鈴
木　

住
民
の
方
か
ら
、

ス
ズ
メ
バ
チ
で
相
談
が
あ
っ

た
場
合
の
対
応
は
。

住
民
福
祉
部
長　

再
生
復

興
課
に
あ
る
防
護
服
を
貸
し

出
し
な
ど
相
談
に
応
じ
て
い

る
。

る
が
、
現
在
の
ふ
る
さ
と
納

税
の
基
金
残
高
５
千
１
０
０

万
円
ほ
ど
で
あ
り
、
何
も
か

も
は
難
し
い
。
特
色
あ
る
事

業
の
情
報
発
信
を
含
め
今
後

の
検
討
と
し
た
い
。
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一 般 質 問

質
問
趣
旨

国
内
外
の
国
際
理
解
を
深
め
る
た
め
、
大
玉
村
の
小
中
学
生
に
対
し
、

教
育
委
員
会
と
し
て
ど
の
よ
う
な
活
動
を
し
て
い
る
の
か
。

子
ど
も
た
ち
の
国
内
外
交
流
活
動

佐
原 

佐
百
合
議
員

質問趣旨
忙しく働く若者世代の村民が、生き生きと地域づくりに関わる
きっかけとなる生涯学習事業を広めたい。

生涯学習を通した人材育成を

佐
原　

自
主
学
習
グ

ル
ー
プ
・
支
援
事
業

「
ふ
れ
あ
い
セ
ミ
ナ
ー
」

は
、
教
育
委
員
会
と
し

て
、
ど
の
よ
う
な
位
置

づ
け
の
事
業
な
の
か
。

教
育
部
長　

自
主
的

に
学
ぶ
、
生
涯
学
習
課

の
柱
と
な
る
事
業
で
あ

る
。
近
所
や
友
人
５
人
以
上

の
グ
ル
ー
プ
に
対
し
、
事
業

計
画
や
実
施
に
対
し
て
支
援

を
行
っ
て
い
る
。

佐
原　

こ
の
事
業
を
知
ら

な
い
人
が
多
い
が
、
今
後
、

ど
の
よ
う
に
周
知
し
て
い
く

の
か
。

生
涯
学
習
課
長　

村
広
報

紙
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
各
種

研
修
会
や
講
習
会
の
機
会
に

積
極
的
に
周
知
を
図
る
。

佐
原　

若
い
人
と
村
が
つ

な
が
る
き
っ
か
に
な
る
事
業

だ
と
思
う
が
、
ど
う
考
え
る

か
。教育

部
長　

役
場
各
課
の

施
策
メ
ニ
ュ
ー
の
検
討
、
村

民
自
ら
の
発
想
で
企
画
し
相

談
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
支
援

し
、
グ
ル
ー
プ
育
成
に
つ
な

げ
た
い
。

佐
原　

今
後
ど
の
よ
う
に

展
開
し
効
果
を
見
込
ん
で
い

る
の
か
。

教
育
長　

生
涯
に
わ
た
っ

て
学
ぶ
機
会
を
提
供
し
、
学

ぶ
こ
と
の
楽
し
さ
、
良
さ
を

発
信
し
て
い
き
た
い
。

佐
原　

生
涯
学
習
課
の
取

り
組
み
に
つ
い
て
、
世
代
交

代
、
次
世
代
の
人
材
育
成
は

喫
緊
の
課
題
で
あ
る
が
、
ど

の
よ
う
に
進
め
て
い
る
の

か
。教育

長　

大
玉
村
の
成
人

祭
で
は
、
実
行
委
員
が
創
造

的
な
活
動
を
行
っ
て
い
る
。

実
行
委
員
数
を
増
や
す
活
動

が
課
題
解
決
の
道
で
あ
る
。

ま
た
、「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・

ス
ク
ー
ル
委
員
会
」
を
い
ろ

い
ろ
な
視
点
か
ら
人
選
し
、

課
題
解
決
、
改
善
を
進
め

る
。

佐
原　

台
湾
や
茨
城
県
美

浦
村
と
の
交
流
事
業
で
交
流

す
る
中
学
１
・
２
年
生
以
外

の
子
ど
も
た
ち
へ
の
対
応

は
。教育

部
長　

対
象
が
特
定

の
学
年
あ
る
い
は
個
人
に
偏

る
こ
と
の
な
い
よ
う
、
多
く

の
生
徒
が
交
流
で
き
る
よ
う

配
慮
を
し
て
き
た
。
さ
ら
な

る
交
流
が
全
体
に
広
が
る
よ

う
実
施
を
検
討
す
る
。

佐
原　

大
玉
村
の
教
育
ビ

　

７
月
30
日
に
行
わ
れ

た
村
議
会
議
員
補
欠
選

挙
で
当
選
し
ま
し
た
。

所
属
は
、
総
務
文
教
常

任
委
員
会
、
議
会
広
報

編
集
特
別
委
員
会
で

す
。

佐
さわら

原　佐
さ ゆ り

百合（52）
（大山字明路内２）

カルロス先生と英語でジャンケン
（大山小５年生）

ふれあいセミナー「ひまわり」のみなさん
苔
こけ

玉づくり（10月23日）

※ふれあいセミナー…
　村内在住の成人グループの学習を支援する社会教
育事業。性別や地区を問わず５人以上のグループの
自主的学習に、講師謝金（２回まで）などを支援す
る。

ジ
ョ
ン
に
「
世
界
と
つ
な
が

る
人
間
の
育
成
」
と
あ
る

が
、
教
育
課
程
に
お
い
て
今

後
の
展
開
を
ど
う
考
え
て
い

る
か
。

教
育
長　

国
際
理
解
を
深

め
る
こ
と
は
、
非
常
に
重
要

な
こ
と
で
あ
る
。
教
育
課
程

の
内
容
が
非
常
に
多
く
な
っ

て
き
て
い
る
が
、
道
徳
や
総

合
の
時
間
、
特
別
活
動
な

ど
、
ど
こ
ま
で
可
能
か
は
検

討
し
て
い
き
た
い
。

Rock-Paper-Scissors
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一 般 質 問

質
問
趣
旨

公
設
民
営
化
で
経
営
の
合
理
化
や
活
性
化
を
図
れ
る
か
？

産
業
振
興
セ
ン
タ
ー
と
し
て
の
直
売
所
の

位
置
づ
け
と
、
活
性
化
策
は

佐
々
木 

市
夫
議
員

質問趣旨
交流の目的や意義を村民にわかりやすい概要版で示すべき。

マチュピチュ村との友好都市締結の現状と課題は

佐
々
木　

友
好
都
市
締
結

や
活
動
指
針
の
内
容
と
進
捗

状
況
は
。

総
務
部
長　

締
結
し
た
協

定
の
内
容
は
教
育
や
農
業
、

文
化
と
歴
史
な
ど
の
分
野
で

大
き
く
８
項
目
に
な
る
。
活

動
指
針
の
目
的
は
、
両
村
民

の
社
会
福
祉
や
経
済
的
福
利

の
た
め
に
共
通
の
基
準
を
設

け
、
友
好
や
協
力
の
絆
を
深

め
る
こ
と
で
あ
る
。
現
在
は

マ
チ
ュ
ピ
チ
ュ
村
に
車
両
を

贈
る
準
備
を
進
め
て
い
る
。

佐
々
木　

野
内
与
吉
氏
の

功
績
を
小
学
生
の
副
読
本
な

ど
で
学
ぶ
意
義
は
大
き
い
と

思
う
。

教
育
長　

学
習
指
導
要
領

の
内
容
が
変
わ
り
、
改
定
を

計
画
し
て
い
る
。
今
進
め
て

い
る
「
お
お
た
ま
学
」
の
人

物
編
の
中
に
取
り
入
れ
て
い

き
た
い
。

佐
々
木　

国
内
外
交
流
な

ど
他
の
事
業
と
の
整
合

性
を
図
り
、
今
後
の
計

画
や
工
程
な
ど
を
官
民

一
体
で
策
定
す
る
こ
と

を
望
む
。

村
長　

国
内
外
交
流

協
会
が
で
き
て
活
動
し

て
い
た
だ
い
て
い
る
。

　

交
流
の
目
的
は

「
人
、
も
の
、
情
報
」
を
外

部
と
の
接
触
で
拡
大
す
る
こ

と
で
あ
る
。
外
に
向
け
て
開

き
、
外
か
ら
見
て
、
入
っ
て

い
た
だ
く
こ
と
が
、
物
品
販

売
や
定
住
化
な
ど
に
結
び
つ

く
の
で
、
全
て
の
交
流
を

し
っ
か
り
進
め
た
い
。

佐
々
木　

産
業
振
興
セ
ン

タ
ー
の
機
能
充
実
策
は
。

副
村
長　

本
村
の
プ
ラ
ッ

ト
ホ
ー
ム
、
交
流
の
場
と
し

て
活
用
を
図
り
た
い
。
イ
ベ

ン
ト
な
ど
の
企
画
や
広
場
の

貸
出
し
の
促
進
、
利
活
用
を

考
え
、
常
に
人
が
集
い
、
わ

く
わ
く
感
が
あ
る
施
設
や
、

楽
し
い
エ
リ
ア
と
な
る
よ
う

考
え
て
い
く
。

佐
々
木　

公
設
民
営
化
で

活
性
化
を
図
れ
る
か
と
い
う

観
点
か
ら
、
村
の
３
割
株
出

資
の
目
的
や
意
義
は
。

総
務
部
長　

特
別
決
議

（
会
社
の
合
併
、
分
割
、
事

業
譲
渡
、
役
員
の
解
任
な

ど
）
の
阻
止
と
い
う
意
味
も

あ
る
。
一
方
で
、
村
の
意
見

を
あ
る
程
度
反
映
し
、
会
社

を
運
営
し
て
い
く
と
い
う
こ

と
で
の
３
割
の
出
資
で
あ

る
。佐々

木　

安
心
・
安
全
農

産
物
コ
ー
ナ
ー
の
設
置
、
食

完成間近の新あだたらの里直売所

マチュピチュ村に贈られた車両 マチュピチュ村長（右）と野内セサル良郎氏（左）（10月１日）

他
に
次
の
質
問
が
あ
り
ま
し
た
。

　

・
大
玉
村
長
選
挙
の
総
括
と
今
後
の
課
題
は

味
コ
ン
ク
ー
ル
や
農
産
物
品

評
会
実
施
の
考
え
は
。

産
業
建
設
部
長　

村
づ
く

り
株
式
会
社
と
も
相
談
し
、

検
討
し
た
い
。
食
味
コ
ン

ク
ー
ル
な
ど
は
、
Ｊ
Ａ
と
も

十
分
検
討
し
な
が
ら
進
め
て

い
き
た
い
。
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2017おおたま成人祭

107号は私たちが編集しました

成人祭実行委員のみなさん

成人式

　委員長 ● 鈴木　康広
副委員長 ● 本多　保夫
　　委員 ● 佐原佐百合
　　委員 ● 松本　　昇
　　委員 ● 佐々木市夫
　　委員 ● 菊地　利勝

　

収
穫
の
秋
。
長
雨
や
台
風

な
ど
心
配
が
尽
き
な
い
天
候

が
続
き
ま
し
た
が
、
今
年
も

大
玉
の
新
米
を
食
べ
ら
れ
る

こ
と
に
感
謝
い
た
し
ま
す
。

　

新
人
議
員
と
な
り
初
め
て

の
定
例
会
。
一
般
家
庭
で
は

な
じ
み
の
な
い
金
額
、
数
多

い
事
業
、
多
く
の
資
料
に
目

が
点
に
な
り
ま
し
た
。

　

新
人
議
員
は
、
勉
強
の
た

め
に
、
議
会
広
報
編
集
特
別

委
員
会
に
所
属
し
ま
す
。
住

民
と
議
会
の
懸
け
橋
に
な
る

「
議
会
だ
よ
り
」
を
つ
く
る

た
め
、
写
真
撮
影
、
記
事
づ

く
り
や
校
正
な
ど
を
し
ま

す
。

　

議
会
だ
よ
り
で
は
伝
え
き

れ
な
い
議
会
の
詳
し
い
内
容

は
、「
会
議
録
」
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。
大
玉
村
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
公
開
さ
れ
て
い
ま

す
。 編

集
後
記

議会広報編集特別委員

８月15日に行われた成人式。
式典後の成人祭は、実行委員の
みなさんが自主的に企画、準備
をして盛り上げました。

新成人６名にお聞きしました。

明日を担う新成人

新 成 の人 声

官
か ん の

野　剛
つ よ し

士さん

　「日本で最も美しい
村」連合加盟の大玉村
を全面に出していきた

い。大玉の象徴である田園風景や国指定
天然記念物である馬場ザクラ、日本百名
山の安達太良山などの大自然を日本中に
知ってほしい。

これからどんな
大玉村にしたいか

緑
みどりかわ

川　真
ま お

央さん

　大玉村民が住みやす
く、ずっと大玉村に住
み続けたいと思えるよ

うな村にしたい。また県内外からより人
が集まるように村の魅力を発信していき
たい。

これからどんな
大玉村にしたいか

渡
わたなべ

邉　　槙
まき

さん

　乗り越えることがで
きない壁と対面したら
あなたはどうします

か？もしその壁に色とりどりの突起がつ
いていたらどうしますか？そうです、ボ
ルダリングです。渡邉槙20歳。壁、登り
ます。

20歳になって
挑戦してみたいこと

今
い ま い

井萌
も も か

々花さん

　大切な人に感謝の気
持ちを伝えることで
す。思っていてもなか

なか口に出せない言葉「ありがとう」。
思っているのだけではなく、口にして伝
えて信頼関係を強く築けたらいいと思い
ます。

20歳になって
挑戦してみたいこと

菅
すがぬま

沼　　航
わたる

さん

　僕は20歳になったら
一人暮らしをしたいと
考えています。成人と

いう節目に自立をしていきたいと思いま
す。家事など大変なことはあると思いま
すが自分の力で頑張っていきたいです。

20歳になって
挑戦してみたいこと

武
た け だ

田　唯
ゆ い か

花さん

　全村民が住みやすい
環境を整えるととも
に、若者が大学進学等

で一度大玉村から出ても、また戻りたい
と思える村にしたいです。若者が増える
ことで村の活気が今以上に出ると思いま
す。

これからどんな
大玉村にしたいか

◦「日本で最も美しい村」連合に加盟
しました。� （平成26年10月２日）

◦マチュピチュ村と友好都市協定を
締結しました。

（現地時間　2015年10月26日）
（日本時間平成27年10月27日）

大玉村議会　会議録


